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これまで行われてきた系外銀河の分子ガス研究から，巨大分子雲（GMC）スケールの星形成活発度の違いが明
らかになり，このスケールでの分子雲進化が見えてきている。さらなる課題として，これらの進化や性質の違い
に伴う分子雲内部の構造や組成の変化が着目され始めており，これらの課題解決を目的の一つとして，NRO45m
望遠鏡と新マルチヒーム受信機 FOREST によって銀河面の広い領域を 12CO(1-0), 13CO(1-0), C18O(1-0)の 3輝
線を用いて同時観測するNRO銀河面サーベイプロジェクトを進めている (梅本ほか，西村ほか，本年会)。本講
演では，距離 2.1 kpcにある大質量星形成領域 M17を含む 3◦ × 1◦の領域の分子ガスについて，本年度取得され
た銀河面サーベイのデータの一部を用いて得られた結果を報告する。
M17には ≥ 2× 105M⊙の質量を持つ分子雲 M17SWが付随し，さらにその南西にある SWex領域は星形成の

進化段階が若いことが示唆されており，さまざまな星形成進化段階にある分子雲が存在すると考えられている。
低密度ガスも含む 12CO, 13COは大局的には良く似た分布を示しており，多くの arc/filamet状の構造とともに，
広がった difffuse成分が存在している。一方，高密度ガスを反映する C18Oは，clumpy 構造を示し，clumpfind
法を用いて領域全体で ∼ 200個の clumpを同定することができた。また，C18O/13CO 比は，M17に隣接する
M17SWが ∼ 0.1であるのに対し，星形成の進行の遅い SWex領域では 0.2を越えているなど，場所によって異
なっている傾向が見られる。講演では，これらと星形成進化段階との関連に着目して議論する。


